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死
者
・
行
方
不
明
者
が
１

万
８
千
人
を
超
え
、
関
連
死

約
３
千
人
と
合
わ
せ
２
万
人

を
超
す
犠
牲
者
を
出
し
た
東

日
本
大
震
災

は
３
月
11

日
、
発
生
か

ら
５
年
を
迎

え
た
。

　

東
京
都
千

代
田
区
の
国

立
劇
場
で

は
、
政
府
主

催
の
「
東
日

本
大
震
災
五

周
年
追
悼

式
」
が
天

皇
、
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え

し
て
開
催
さ
れ
た
。
追
悼
式

に
は
、
安
倍
首
相
ら
政
府
関

係
者
の
ほ
か
、
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
３
県
の
遺
族
の

代
表
ら
国
内
外
か
ら
約
１
０

９
０
人
が
出
席
。
全
葬
連
か

ら
は
、
北
島
廣
副
会
長
が
出

席
し
、
国
歌
斉
唱
後
、
地
震

発
生
の
午
後
２
時
46
分
に
全

員
で
黙
祷
が
行
わ
れ
、
犠
牲

者
の
冥
福
を
祈
っ
た
。
そ
の

後
、
安
倍
首
相
の
式
辞
に
続

き
、
天
皇
陛
下
が
お
こ
と
ば

を
述
べ
ら
れ
た
。

東
日
本
大
震
災（
2011年
3. 11

）か
ら

５
年
を
振
り
返
る

東
日
本
大
震
災

五
周
年
追
悼
式
に
出
席

北島副会長

北島副会長（11日／東京・国立劇場）

あの日から５年
復興を願い これからも助け合う

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会

会
長
　
松
井　

昭
憲

　

東
北
地
方
を
中
心
に
未
曾
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
５
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
震
災
に
よ
り
、
か
け

が
え
の
な
い
多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

最
愛
の
御
家
族
や
御
親
族
、
御
友
人
を
亡
く

さ
れ
た
方
々
の
お
気
持
ち
を
思
い
ま
す
と
、

今
な
お
哀
惜
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
こ
の
震

災
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
全
て
の

方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。

ま
た
、
５
年
を
迎
え
た
今
な
お
、
被
災
地
で

は
仮
設
住
宅
等
で
の
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
被
災
者
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
状

況
で
す
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
・
地
域
の

一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

全
葬
連
で
は
各
地
方
自
治
体
と
災
害
時
の

協
力
協
定
締
結
を
推
進
し
て
お
り
、
１
都
１

道
２
府
40
県
１
０
０
市
21
町
村
11
東
京
都
特

別
区
（
３
月
15
日
現
在
）
と
協
定
の
締
結
を

し
て
お
り
ま
す
。
大
規
模
災
害
・
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
、
各
地
方
自
治
体
と
の
協
定

に
基
づ
い
て
、
葬
祭
専
門
事
業
者
と
し
て
の

技
術
と
知
識
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
支
援

活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

平成28年予算総会においても冒頭に全葬連役員、各単組理事長らが
東日本大震災における犠牲者の冥福を祈り、黙祷を捧げた。

（14日／東京・品川プリンスホテル）

11日14時46分、各地で黙祷が捧げられた。（東京・全葬連事務局）

追悼式には、天皇・皇后両陛下も黙祷を捧げた。（出典：日
本経済新聞３月12日付）

全国各地で追悼行事 開催される
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安心して使え、信頼できる製品をお届けしています。

選んだ方の思いが豊かな森となって生き続けます。

地球温暖化を防止する
植林活動への寄付金つきです。

大気汚染への影響を最小限に
抑えられます。

自然と共生しながら
永続的に生産できる棺です。

グ リ ー ン ア ー ク

★ ISO ９００１ 認証
★ ISO １４００１ 認証

棺寸法外のり：長さ1900㎜×幅550㎜×高さ485㎜

株式会社 協和木工所
TEL:042-597-0732 FAX:042-597-1816

SINCE 1926

第567号 平成28年３月15日 （ 2 ）葬　　　　　祭　　　　　界

ベッカー氏による講演の様子

【
予
算
総
会
】

　

予
算
総
会
は
番
作
一
之
常

務
理
事
が
司
会
と
な
り
、
議

事
が
進
め
ら
れ
た
。
冒
頭
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
を

迎
え
犠
牲
者
を
偲
び
、
全
員

で
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
そ

の
後
、
北
島
廣
副
会
長
か
ら

開
会
の
辞
を
述
べ
た
後
、
松

井
昭
憲
会
長
が
次
の
よ
う
に

挨
拶
を
述
べ
た
。

「
さ
て
過
日
、
私
は
Ｆ
Ｉ
Ａ

Ｔ

-

Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
国
際
葬
儀

連
盟
）
の
関
係
で
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
へ
行
き
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ａ

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
葬
祭

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
協
会
）
世
界

大
会
に
出
席
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
際
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
５

年
を
迎
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組

が
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

世
界
的
に
み
て
も
、
あ
の
東

日
本
大
震
災
は
忘
れ
ら
れ
な

い
大
き
な
出
来
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
全
葬
連
で
は
、
そ

の
年
に
東
日
本
大
震
災
犠
牲

者
合
同
慰
霊
祭
を
東
京
の
増

上
寺
に
お
い
て
主
催
し
、
約

１
０
０
０
名
の
多
く
の
来
場

者
に
よ
っ
て
追
悼
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
翌
年
か
ら

毎
年
３
月
11
日
に
行
わ
れ
る

思
い
ま
す
。

　

全
葬
連
の
話
し
に
戻
し
ま

す
と
、
近
日
中
に
全
葬
連
の

会
員
と
し
て
静
岡
県
葬
祭
業

協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
る
予

定
で
す
。
こ
れ
で
静
岡
県
が

会
員
と
な
り
ま
す
と
、
全
葬

連
は
全
47
都
道
府
県
に
会
員

を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
今
の
葬
儀
の
簡
略
化
の
進

行
に
伴
い
、
大
変
苦
労
さ
れ

て
い
る
状
況
か
と
思
い
ま
す

が
、
全
都
道
府
県
会
員
の
連

携
を
強
化
し
て
こ
の
苦
境
を

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
に

は
、
ぜ
ひ
葬
儀
の
在
り
方
に

つ
い
て
見
つ
め
直
し
て
も
ら

い
、
消
費
者
に
対
し
て
葬
儀

の
大
事
さ
、
重
要
性
を
伝
え

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
し
、
全
葬
連
全
体
と
し
て

も
、
今
後
は
消
費
者
へ
の
啓

蒙
等
含
め
対
外
事
業
活
動
等

を
よ
り
強
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　

そ
の
後
、
松
井
会
長
（
京

都
協
組
理
事
長
）
が
議
長
に

選
任
さ
れ
、
審
議
に
移
っ

た
。
審
議
で
は
、
松
本
専
務

理
事
か
ら
、
28
年
度
事
業
計

画
案
な
ら
び
に
収
支
予
算

案
、
28
年
度
賦
課
金
分
担
基

準
及
び
納
入
方
法
案
、
28
年

度
借
入
金
最
高
限
度
額
案
に

政
府
主
催
の
追
悼
式
に
も
出

席
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

被
災
地
の
状
況
を
伺
う
と
、

ま
だ
復
興
が
道
半
ば
と
い
う

状
況
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、

引
き
続
き
日
本
全
体
の
今
後

の
課
題
と
な
る
部
分
だ
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

の
会
議
の
場
で
、
日
本
で
は

葬
儀
の
簡
略
化
が
進
み
、
厳

し
い
状
況
だ
と
伝
え
ま
す

と
、
世
界
各
国
に
お
い
て
も

葬
儀
の
在
り
方
を
テ
ー
マ
と

し
て
話
し
合
わ
れ
て
い
て
、

や
は
り
葬
儀
は
そ
の
国
々
の

儀
礼
文
化
の
元
、
き
ち
ん
と

行
う
べ
き
だ
と
い
う
風
潮
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
昨
年
行
わ
れ
た

神
奈
川
で
の
全
国
大
会
の
際

に
も
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｔ

-

Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
マ
ー
ク
・
ポ
ー
リ
エ
会
長

が
、
母
国
（
カ
ナ
ダ
）
で
も

葬
儀
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
た

時
期
が
あ
っ
た
が
、
最
近
は

葬
儀
の
重
要
性
が
見
直
さ

れ
、
葬
儀
に
か
け
る
費
用
も

年
々
増
え
て
き
て
い
る
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
や
は

り
、
葬
儀
を
き
ち
ん
と
行
わ

な
い
と
遺
族
の
癒
し
の
効
果

に
も
繫
が
ら
な
い
と
ポ
ー
リ

エ
会
長
は
じ
め
世
界
各
国
の

葬
祭
業
界
の
代
表
者
が
認
識

し
て
お
り
、
私
も
同
感
だ
と

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
続

い
て
、
説
明
の
あ
っ
た
議
案

を
一
括
し
て
議
場
に
諮
っ
た

結
果
、
全
員
挙
手
を
も
っ
て

原
案
通
り
可
決
決
定
し
た
。

（
平
成
28
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
次
号
に
て
詳
細

を
掲
載
）

　

最
後
に
、
清
藤
哲
夫
副
会

長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
平

成
28
年
度
予
算
総
会
は
滞
り

な
く
閉
会
し
た
。

【
単
組
理
事
長
意
見
交
換
会
】

　

予
算
総
会
に
続
い
て
、
単

組
理
事
長
意
見
交
換
会
が
開

催
さ
れ
た
。
司
会
は
、
引
き

続
き
番
作
常
務
理
事
、
ま
た

議
長
は
清
藤
副
会
長
が
務
め

て
進
め
ら
れ
、
濵
名
雅
一
副

会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ

た
。
続
い
て
、
特
別
講
師
と

し
て
カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
氏

（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
を
招

き
、
記
念
講
演
「
今
後
求
め

ら
れ
る
葬
儀
社
の
あ
り
方
」

を
開
催
し
た
。
講
演
の
中

で
、
ベ
ッ
カ
ー
氏
は
、
身
近

な
人
が
亡
く
な
る
と
残
さ
れ

た
遺
族
は
大
き
な
精
神
的
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
る
の
で
、
葬

祭
従
事
者
は
葬
儀
を
施
行
す

る
際
ま
た
は
施
行
後
に
、
例

え
ば
「
亡
く
な
っ
て
も
心
の

中
で
繋
が
っ
て
い
る
」
と
遺

族
に
声
を
か
け
る
な
ど
遺
族

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
為
に
努

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

話
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
遺
族
の
ス

ト
レ
ス
軽
減
と
共
に
、
遺
族

か
ら
の
信
頼
関
係
を
構
築
す

る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
説

明
。
遺
族
の
ス
ト
レ
ス
軽
減

の
為
に
は
、
仏
教
会
と
の
連

携
も
必
要
で
あ
り
今
後
は
、

葬
儀
業
界
に
お
け
る
遺
族
ら

と
の
接
し
方
等
を
調
査
し
、

情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
単
組
理
事
長
意

見
交
換
会
へ
と
移
り
、
各
単

組
理
事
長
か
ら
の
意
見
、
要

望
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

や
各
単
組
か
ら
の
近
況
報
告

を
行
っ
た
。
最
後
は
、
清
藤

副
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
閉

会
し
た
。

消費者へ向けて 積極的な対外事業活動の推進
全葬連平成28年度予算総会開催

平
成
28
年
度
予
算

事
業
計
画
を
承
認

　

本
連
合
会
の
「
平
成
28
年
度
予
算
総
会
」
は
、
３
月
14
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
東

京
都
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
全
会
員
57
単
組（
う
ち
委
任
状
出
席
８
単
組
）

の
代
表
者
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
総
会
で
は
、
28
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
収

支
予
算
案
、
28
年
度
賦
課
金
分
担
基
準
及
び
納
入
方
法
、
ま
た
、
28
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
案
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
全
会
一
致
に
て
原
案
通
り
可
決
決
定

し
た
。
な
お
、
予
算
総
会
後
に
、「
単
組
理
事
長
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
た
。
ま
た
、

同
日
に
「
全
日
本
葬
祭
業
政
治
連
盟
第
２
回
通
常
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

講師：カール・ベッカー氏

予算総会の様子（14日／東京・品川プリンスホテル） 松井昭憲会長
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お客さまの 安心・信頼 を高めるために
認定ID・証書・ポスター・ツール等を活用しよう！！

■合格者に付与される「資格認定証書」と「相談員IDカード」を社内やホームページに掲
示できます

　講習を受講し、所定の試験に合格した合格者個人には「全葬連葬儀事前相談員資格認定証書」
と「全葬連葬儀事前相談員IDカード」が付与されます。どちらも相談に来られたお客様から見え
る場所に掲示することにより、相談スタッフに対するお客様の安心感が高
まります。
※認定資格を取得しているスタッフが実際に働いている事業所にのみ掲示
することが可能です。

IDカード（表） IDカード（裏） 資格認定証書

参加者の声（受講後のアンケートより）
・今一度、事前相談のあり方、考え方を思いました。目から「ウロコ」でした。
・現場で役立つ知識が得られ、自信が持てました。
・今さらと思っていた事が意外とわかっていなくてとても勉強になりました。
・今、一番気になっている遺産、相続について勉強になりました。
・「分かっているようで分からない仏教基礎講座」がとても興味深く聞けました。
・葬儀業界の価格競争の中、どういう対応をするのか悩んでいましたが、葬儀そのものの大切
さを見直す時と実感。事前相談の大切さを学ばせて頂きました。
・今一度、初心に戻り今後のお客様への接し方等、仲間（社員）と共に考えていきたいと思い
ました。

など、実際に事前相談の実務に関わっている多くの方々から、高い評価をいただいております。

（
東
京
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

が
、「
事
前
相
談
に
必
要
な

知
識
（
主
に
相
続
、
後
見
人

な
ど
）」
に
つ
い
て
、
続
い

て
、
三
上
ナ
ナ
エ
氏
（
プ
ロ

マ
ナ
ー
代
表
）
が
「
事
前
相

談
客
に
関
す
る
心
理
分
析
」

に
つ
い
て
、
最
後
に
、
小
野

田
氏
が
「
事
前
相
談
の
戦
略

構
築
の
手
法
」
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
講
義
を
行
い
、
１
日

目
の
講
習
会
を
終
了
し
た
。

に
て
葬
儀
事
前
相
談
員
資
格

を
取
得
さ
れ
た
方
を
対
象
と

し
た
資
格
更
新
講
習
（
Ｗ
Ｅ

Ｂ
教
育
講
座
の
み
／
更
新
手

数
料
５
千
円
）
が
、
３
月
31

　

２
日
目
に
は
、
午
前
に
筆

記
試
験
及
び
小
野
田
氏
に
よ

る
接
客
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
技

講
習
、
午
後
に
は
実
技
試
験

が
行
わ
れ
講
習
会
の
全
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
終
了
し
た
。

　

実
技
試
験
後
、
北
島
副
会

長
か
ら
総
評
が
あ
り
、

「
今
回
、
受
講
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
２
日
間
に
亘
り
多
く

の
こ
と
を
学
ば
れ
た
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
事
前
相
談
に
対

す
る
意
識
を
高
め
て
頂
き
、

よ
り
消
費
者
に
親
身
な
対
応

が
で
き
る
事
前
相
談
員
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
致
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
修
了
証
書
授
与

式
に
移
り
、
北
島
副
会
長
か

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
既

に
更
新
対
象
者
５
６
３
名
の

う
ち
、
約
５
２
０
名
が
更
新

講
習
を
受
講
し
て
い
る
。

　

資
格
認
定
講
習
会
１
日
目

で
は
、
は
じ
め
に
北
島
廣
副

会
長
、
次
に
内
田
委
員
長
が

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
習
会
へ
移

り
、
小
野
田
正
美
氏
（
㈱

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
オ
フ
ィ

ス
代
表
取
締
役
）
が
「
事
前

相
談
員
資
格
の
内
容
と
概

要
」
に
つ
い
て
、
続
い
て
、

西
野
良
嘉
氏
（
公
益
財
団
法

人
全
日
本
仏
教
会
・
広
報
文

化
部
次
長
）
が
「
仏
教
の
基

礎
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

講
義
を
行
っ
た
。

　

次
に
、
小
川
治
彦
弁
護
士

ら
修
了
証
書
が
代
表
者
に
授

与
さ
れ
、
全
日
程
を
終
え
た
。

　

な
お
、
平
成
23
・
24
年
度

（
札
幌
・
仙
台
・
東
京
・
名

古
屋
・
大
阪
・
福
岡
会
場
）

全
葬
連
葬
儀
事
前
相
談
員

資
格
認
定
講
習
会 

福
岡
会
場
開
催

─
55
名
が
受
講
─

　

教
育
研
修
委
員
会（
内
田
稔
委
員
長
）主
管
に
よ
る
「
全
葬
連
葬
儀
事
前
相
談
員
資
格

認
定
講
習
会
」
が
３
月
３
、
４
日
に
福
岡
市
の
南
近
代
ビ
ル
貸
会
議
室
で
55
名
の
参
加

者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
本
制
度
は
、
一
般
消
費
者
が
安
心
し
て
事
前
相
談
で
き
る
人

材
の
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
23
年
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
試
験
合
格
者
に
は
、
後
日
開
催
さ
れ
る
「
全
葬
連
葬
儀
事
前
相
談
員
資
格
認

定
委
員
会
」
で
審
議
を
経
て
、
全
葬
連
葬
儀
事
前
相
談
員
の
資
格
が
付
与
さ
れ
る
。

講習の様子①（３日／福岡市・南近代ビル貸会議室）

講習の様子②

内田稔委員長

講師：小川治彦氏

講師：三上ナナエ氏

北島廣副会長

講師：小野田正美氏

講師：西野良嘉氏

教育研修委

実技認定試験①（4日／同会場）

実技認定試験②
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FIAT-IFTA（国際葬儀連盟） モントリオール会議視察  参加ご案内
◆旅行期間◆　平成28年5月28日（土）～6月4日（土）＜8日間＞ ◆視察訪問都市◆　トロント、モントリオール

キ　リ　ト　リ　線

「FIAT-IFTA モントリオール会議視察」参加申込書
FIAT-IFTA 会議視察資料の送付を申し込みます。

平成　　年　　月　　日

申 込 者 名 事 業 所 名

送 付 先
〒

所属組合名

Ｔ Ｅ Ｌ Ｆ Ａ Ｘ

※この用紙で会議視察の本申込にはなりませんので、ご注意下さい。

○視察のポイント1
昨年行われました全国＜神奈川＞大会にもご出席頂きましたFIAT-IFTA（世界葬儀連盟）
マーク・ポーリエ会長の葬儀社・墓地を見学します。

○視察のポイント2
６月２日（木）の「ガラ・ディナー」では、世界各国の葬祭業に関わる方たちとの交流の機会があります。

○視察のポイント3
世界三大瀑布の一つとされる「ナイアガラの滝」を見学します。

◆募集要項
旅行期間：基本日程：平成28年５月28日（土）〜６月４日（土）
募集人員：20名（最少催行人員15名）
食事条件：全行程お食事付
添 乗 員：添乗員が同行いたします。
ご旅行代金：
基本日程　ご旅行代金≪8日間≫
大人お一人様　エコノミークラス利用：499,000円
※お一人部屋追加代金：100,000円
※ビジネスクラス追加代金：650,000円
※オプショナル代金：５月30日　モントリオール市内半日観光　20,000円
　　　　　　　　　　６月１日　世界遺産の街ケベック観光　　40,000円

＜お問い合わせ先＞
株式会社JTBコーポレートセールス　新宿第五事業部
〒163-0426　東京都新宿区西新宿2-1-1　新宿三井ビルディング 26階
TEL：03-5909-8119　FAX：03-5909-8241
E-Mail：r_marukawa442@bwt.jtb.jp
営業時間：9：30〜17：30（土、日、祝日休み）
担当：丸川・高橋
総合旅行業務取扱管理者：今村　博
旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う営業所での取引に関する
責任者です。この旅行契約に関し、担当者からの説明にご不明な点があれば
ご遠慮なく上記の取扱管理者にお訊ねください。
また、参加申込書等お問い合わせについては、全葬連事務局（TEL. 03-5769-
8701）までご連絡ください。

◆日程：平成28年５月28日（土）〜６月４日（土）＜8日間＞
月日（曜） 地　名 現地時間 スケジュール

1

2016年
５月28日
（土）

伊 丹 空 港 発
羽 田 空 港 着

羽 田 空 港 発
ト ロ ン ト 着
ト ロ ン ト

14：00
15：10

17：40
16：40
17：30

所要時間：１時間10分
※日本国内線部分ご希望の方は別途、お手配をさせていただきます。
（別料金）

所要時間：12時間00分（時差：−13時間）

着後、ホテルへ
＜ナイアガラフォールズ/ HILTON HOTEL & SUITES 

NIAGARA FALLS FALLSVIEW泊＞

2

５月29日
（日）

ト ロ ン ト
ト ロ ン ト 発

モントリオール着

19：00

20：15

１日観光〜ナイアガラ・フォールズ〜
所要時間：１時間15分
※米国内線移動はビジネスクラスお申込の方でもエコノミークラスのご

利用となります。
到着後、ホテルへ� ＜モントリオール/ HOTEL BONAVENTURE泊＞

3

５月30日
（月）

モントリオール 終　日   8：30−12：00　FIAT-IFTA役員会
13：30−17：00　FIAT-IFTA ICDミーティング１

【会議不参加の方に関しては別途オプショナルをご用意致します。】
●モントリオール市内半日観光　※モントリオールの観光地をゆっくり

巡ります。
　【行程例】聖ジョセフ礼拝堂⇒モンロワイヤル公園展望台⇒ベーグル

工房⇒ノートルダム・ド・モンレアル大聖堂⇒旧市街　など
＜モントリオール/ HOTEL BONAVENTURE泊＞

4
５月31日
（火）

モントリオール 9：00
16：00

テクニカル・ビジット（視察）
トレードショー・オープニングイベント

＜モントリオール/ HOTEL BONAVENTURE泊＞

5

６月１日
（水）

モントリオール   8：30−10：30　FIAT-IFTA通常総会１
10：35−11：35　FIAT-IFTA ICDミーティング２
11：35−12：35　FIAT-IFTA通常総会２

【会議不参加の方に関しては別途オプショナルをご用意致します。】
●世界遺産の街ケベック観光　※人気のVIA鉄道に乗って世界遺産の街

を観光頂きます。ダルム広場やノートルダム大聖堂などの世界遺産の
街並みをご覧頂きます。

※電車で３時間30分かかるため早いご出発、遅いご到着になりますこと
ご了承下さい。

＜モントリオール/ HOTEL BONAVENTURE泊＞

6
６月２日
（木）

モントリオール 7：30
夜

トレードショー・セミナー
18：00−19：00　インターナショナル・カクテルパーティー
19：00−21：00　GALA DINNER

＜モントリオール/ HOTEL BONAVENTURE泊＞

7

６月３日
（金）

モントリオール
モントリオール発

ト ロ ン ト 着
ト ロ ン ト 発

10：00

11：23
13：30

所要時間：１時間23分
※米国内線移動はビジネスクラスお申込の方でもエコノミークラスのご

利用となります。
乗り継ぎ
所要時間：10時間05分� ＜機内泊＞

8
６月４日
（土）

羽 田 空 港 着
羽 田 空 港 発
伊 丹 空 港 着

15：35
18：00
19：05

乗り継ぎ
所要時間：１時間05分
※日本国内線部分ご希望の方は別途、お手配をさせていただきます。
（別料金）

ご注意：発着時間、交通機関、スケジュール等は変更になることがございます。

申し込み締切日：平成28年４月８日（金）
※但し、満員になり次第締め切らせていただきます。

申込方法：『参加申込書』に必要事項をご記入の上、FAXまたはご郵送願います。
送付先：〒163-0426　東京都新宿区西新宿２-1-1

新宿三井ビルディング 26階
株式会社JTBコーポレートセールス　新宿第五事業部　

担当：丸川・高橋
同社の承諾とお申込金のご入金をもって「旅行契約の成立」とさ
せていただきます。

旅行代金のお振込：
４月15日（金）迄にお振込み手続きをいただくようお願い申し上げます。
振込先：＜口座名＞株式会社JTBコーポレートセールス
　　　　　　　　　みずほ銀行　五号支店　
　　　　　　　　　普通預金　No. １２７０９５８

◆テクニカル・ビジット　スケジュール表：平成28年５月31日
※9：00〜16：00　2グループに分かれて視察を行います。

時間 １グループ ２グループ
９：00 ホテル出発 ホテル出発
９：30
10：30

マウント・ロイヤル墓地　見学
（移動）

ローズモント大学　見学
（移動）

11 ： 00

12 ： 00
13 ： 00

コート・デ・ネイジェス墓地　見学

昼食
（移動）

ルポス・セイントフランクアシズ墓地
およびマグナス・ポーリエ葬儀社　見学
昼食

（移動）
13 ： 30
14 ： 30

ローズモント大学　見学
（移動）

マウント・ロイヤル墓地　見学
（移動）

15 ： 00 ルポス・セイントフランクアシズ墓地
およびマグナス・ポーリエ葬儀社　見学

（移動）

コート・デ・ネイジェス墓地　見学

（移動）
16 ： 00 ホテル着 ホテル着



京都厚礼自動車㈱
代表取締役  松 井 信 五

本　　　社
〒601-8141 京都市南区上鳥羽卯ノ花29番地

中央営業所
〒602-8158 京都市上京区丸太町通智恵光院

　　　　　　　　　　　西入ル
宇治営業所

〒611-0025 宇 治 市 神 明 宮 北 3 0 番 4

代　表 TEL （075）671－0950
 FAX （075）661－1666
受　注 TEL （075）682－0909
 FAX （075）682－0919
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番作一之常務理事

講師：田中大輔氏

湯浅匠司委員長

講師：森美土氏

を
超
え
る
参
加
者
を
得
て
、

平
成
27
年
度
「
第
１
回
ｉ
ｆ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
湯
浅
委
員

長
、
続
い
て
奈
良
協
組
を
代

表
し
て
鈴
木
勝
士
理
事
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
セ
ミ
ナ
ー
へ
移

り
、
１
部
で
は
湯
浅
委
員
長

が
「
ｉ
ｆ
共
済
会
を
始
め
る

に
あ
た
っ
て
―
顧
客
の
囲
い

込
み
の
必
要
性
―
」
と
題
し

て
会
員
の
囲
い
込
み
方
法
等

に
つ
い
て
事
例
を
交
え
な
が

ら
講
演
し
た
。
ま
た
、
会
員

向
け
の
特
典
サ
ー
ビ
ス
「
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
」「
ク

ラ
ブ
エ
ス
パ
ス
」
や
「
マ
イ

メ
ッ
セ
ー
ジ
ノ
ー
ト
」
の
活

用
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

２
部
に
お
い
て
は
、
田
中

大
輔
氏
（
神
奈
川
協
組
・
㈱

永
田
屋
代
表
取
締
役
社
長
）

が
テ
ー
マ
を
「『
顧
客
創
造

た
。
講
演
の
中
で
田
中
氏

は
、
営
業
の
専
門
部
署
を
設

け
る
ほ
か
、
各
部
署
と
の
連

携
を
図
れ
る
よ
う
社
内
の
体

制
作
り
が
重
要
だ
と
話
し

た
。
ま
た
、
社
内
で
人
財
育

成
を
行
い
、
葬
儀
の
価
値
、

必
要
性
を
事
前
相
談
等
で
消

費
者
側
に
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
話

し
た
。

　

続
い
て
３
部
で
は
、
森
美

土
氏
（
大
阪
市
規
格
協
組
・

㈱
公
益
社
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

企
画
部
部
長
）
が
テ
ー
マ
を

「
効
果
的
な
チ
ラ
シ
の
打
ち

方
」
と
題
し
、
効
果
的
な
広

告
媒
体
と
そ
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
ど
の
よ
う
な
広
告
の
内

容
が
消
費
者
向
け
に
効
果
的

か
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

４
部
で
は
、
廣
江
輝
夫
氏

（
同
・
燦
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱
経
営
企
画
部
葬
祭
ア
ド

型
営
業
』成
功
の
ポ
イ
ン
ト
」

と
題
し
、
会
員
募
集
に
つ
い

て
の
方
法
、
差
別
化
、
顧
客

管
理
等
に
つ
い
て
、
事
例
を

交
え
な
が
ら
講
演
を
行
っ

バ
イ
ザ
ー
）が
テ
ー
マ
を「
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き

方
」
と
題
し
、
終
活
に
お
け

る
消
費
者
へ
の
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
活
用
の
伝
え
方
、

ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
講
演

し
た
。

　

最
後
に
、
番
作
一
之
常
務

理
事
が
挨
拶
を
述
べ
、
閉
会

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
ｉ

ｆ
共
済
会
が
効
果
的
と
い
う

事
が
よ
く
わ
か
り
、
今
日
勉

強
し
た
こ
と
を
活
か
し
て
、

今
後
さ
ら
に
（
ｉ
ｆ
共
済
会

の
）
会
員
を
増
や
し
て
い
き

た
い
」
と
い
う
感
想
が
出
る

な
ど
、
実
り
あ
る
セ
ミ
ナ
ー

と
な
っ
た
。

　

ｉ
ｆ
共
済
会
推
進
委
員
会

（
湯
浅
匠
司
委
員
長
）
は
、

３
月
８
日
、
奈
良
県
産
業
会

館
（
大
和
高
田
市
）
で
40
名

鈴木勝士理事長

講師：廣江輝夫氏

第
１
回
ｉ
ｆ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

会
員
獲
得
の
営
業
戦
略
に
つい
て
学
ぶ

平成27年度

セミナーの様子（８日／大和高田市・奈良県産業会館）

i f 共済会に取り組んでみませんか？
生前予約、事前相談は重要です

所属員の皆様　i f 共済会に取り組んでみませんか？

●加盟店としての手続きはとても簡単です。�
　加盟店にて一般の方の入会手続きを済ませていただければ、会員証
書・カードの発送、会員情報の管理はif共済会本部が行いますので、
加盟店での事務作業負担はございません。

●入会された会員様へ年に１回の会報誌を発送します。�
　年に１回会員向け会報誌を作成しており、作成費用はi f 共済会本
部が負担いたします。また、i f 共済会本部からの発送をご希望いた
だければ（一定の重量まで自社ツールも同封できます）、会員への発
送費用は無料となります。

●会員募集について。�
　i f 共済会会員募集に関するパンフレットや、消費者PRツールキッ
トなどを販売しておりますので、ご購入いただきますと加盟店での制
作費用を削減することができます。

●if共済会の豊富な会員特典サービス（大きなメリット）�
　i f 共済会では、弔慰金受領のほかにも健康やお薬相談、また相続
相談などのフリーダイヤルサービス（無料）やレジャー・旅行の割引
サービスなど、会員特典サービスを充実させており、葬儀以外の特典
を会員へ提供することができ、生前の接点をもつことができます。ま
た、このサービスを提供するにあたって加盟店の皆様の費用負担はご
ざいません。なお、自社の特典と組合わすことにより、会員へのPR
強化が可能です。

●お客様と加盟店が長期のお付き合いが出来る。�
　生前予約を i f 共済会入会と同時にしていただくことで、葬儀の内
容や費用の準備方法など、会員本人や家族の要望を盛り込みながら詳
細に打ち合わせした上で取り決めるため、会員の満足度の高い葬儀を
施行することができ、その後も長期にわたって密接な関係を築くこと
ができます。

　葬儀に携わる様々なトラブルが寄せられていることを踏まえ、全て
の葬儀社に対して以下のとおり要望します。併せて、市場の健全化お
よび消費者トラブルの未然防止、拡大防止のため、業界団体である全
日本葬祭業協同組合連合会に業界全体への周知徹底を求めます。

・葬儀について事前・事後の相談に応じ、消費者の疑問等に適切な
説明や助言を行うこと。

・契約に際してのトラブルを防止するために、葬儀サービスの内容
について詳細に説明し、見積書を渡して最新の請求金額を適宜伝
えたりする等、消費者に分かりやすい丁寧な情報提供を行うこと。

＜国民生活センターから全葬連への要望＞

　独立行政法人国民生活センターは昨年 12月に、「見積書がもらえな
かった」「追加サービスが高額だった」など葬儀サービスを巡るトラブ
ルが相次いでいると発表し、全葬連に対して消費者に葬儀サービスの詳
細な内容や見積書による最新の請求金額を知らせるなど要望を出した。

葬儀トラブル増加傾向！ 
国民生活センターが発表

全葬連に対し　消費者への適性対応を要望
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（
一
社
）
仏
教
検
定
協
会

は
、
仏
教
を
偏
見
な
く
あ
り

の
ま
ま
に
わ
か
り
や
す
く
学

ぶ
教
材
学
習
と
仏
教
的
な
体

験
を
通
し
て
、
今
か
ら
２
５

０
０
年
前
に
イ
ン
ド
で
悟
り

を
開
い
た
ブ
ッ
ダ
の
心
に
触

れ
、
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ

と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

教
材
学
習
に
つ
い
て
は
、
仏

教
に
ゆ
か
り
の
世
界
の
遺
跡

や
日
本
の
国
宝
・
文
化

財
に
導
か
れ
な
が
ら
、
ブ
ッ

ダ
が
説
い
た
根
本
の
教
え
を

学
ぶ
通
信
教
育
と
仏
教
作
法

が
体
感
で
き
る
通
信
方
式
の

学
習
講
座
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
仏
教
文
化
の
再
現
・

伝
道
す
る
人
材
の
養
成
を
目

指
し
社
員
の
方
々
の
仏
教
知

識
向
上
と
寺
院
と
の
良
好
な

関
係
か
ら
地
域
社
会
と
仏
教

を
結
び
、
仏
教
・
仏
事
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
用
で

き
る
教
材
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人 

仏
教
検
定
協
会

新 協 力 店 紹 介
　このたび、全葬連協力指定店登録について、一般社団法人仏教検定協会（東
京都千代田区）から申請を受け、事業委員会（福島勝太郎委員長）で承諾後、
２月４日に開催された第７回理事会において、正式に加入が承認された。今
回、１団体の加入によって、全葬連協力店は33社となった。

団 体 概 要
団 体 名 一般社団法人仏教検定協会
代 表 者 石上　善應
所 在 地 〒101-0061

東京都千代田区三崎町２丁目
20番４号　八木ビル

Ｔ Ｅ Ｌ 03-6256-8903
Ｆ Ａ Ｘ 03-6256-8905
設 　 立 2014年５月29日
事 業 内 容 仏教文化に関する普及啓発・活動、

仏教文化に関する知識教育、検定試
験の企画・実施および情報発信、関
連書籍の出版物の企画・発行など

団 体 特 色 日本の文化の根底にある仏教の教え
や文化を広めます。
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福
島
を
訪
れ
る
と
、
よ

く
風
花
（
か
ざ
は
な
）
に

出
会
い
ま
す
。
陽
光
輝
く

晴
れ
や
か
な
天
気
で
、
あ

た
か
も
空
の
な
か
で
舞
う

か
の
よ
う
に
降
っ
て
く
る

淡
い
雪
。
そ
れ
が
風
花
で

す
。
そ
う
言
え
ば
東
日
本

に
、
不
自
然
な
区
切
り
を

付
け
た
い
と
い
う
政
治
的

な
思
惑
も
最
近
で
は
見
え

隠
れ
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
の
よ

う
に
も
見
え
る
小
雪
を
手

の
ひ
ら
で
受
け
と
め
る

と
、
す
ぐ
に
溶
け
て
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ

の
震
災
の
記
憶
が
風
花
の

よ
う
に
溶
け
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
、
ぜ
ひ
三
月
一

一
日
だ
け
で
は
な
く
日
常

生
活
の
な
か
で
折
に
触
れ

て
、「
あ
の
日
、
私
は
何

を
感
じ
て
、
ど
う
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
た

の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ

と
を
少
し
ず
つ
、
ゆ
っ
く

り
振
り
か
え
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

れ
よ
り
も
問
題
で
あ
る
の

は
、
震
災
直
後
に
ほ
と
ん

ど
全
て
の
人
び
と
が
抱
い

て
い
た
で
あ
ろ
う
危
機
感

や
、「
私
は
今
、
何
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
主
体
性
の
あ
る
思
考
す

ら
、
徐
々
に
薄
れ
か
け
て

い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
動
き

と
結
び
つ
い
て
、
震
災
を

半
ば
「
な
か
っ
た
こ
と
」

に
で
も
し
た
い
か
の
よ
う

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
の

よ
う
な
日
々
を
送
る
方
々

の
こ
と
を
思
う
と
、
胸
が

痛
み
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
震
災
の

記
憶
は
確
実
に
風
化
し
て

い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
単
に
マ

ス
コ
ミ
の
記
事
や
報
道
が

減
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

そ
れ
自
体
は
当
然
の
こ
と

で
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

期
。
つ
ま
り
、
も
う
す
ぐ

訪
れ
る
春
へ
の
期
待
に
人

び
と
が
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
る
時
に
、
あ
の
筆
舌

に
尽
く
し
が
た
い
大
惨
事

が
襲
っ
た
の
で
す
。
原
発

事
故
も
収
束
に
は
程
遠
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
現

状
を
考
え
る
と
、
そ
し
て

五
年
と
い
う
歳
月
を
経
て

も
未
だ
風
花
が
舞
う
よ
う

な
「
冬
と
春
の
あ
い
だ
」

で
宙
づ
り
の
ま
ま
時
間
が

大
震
災
が
起

き
た
五
年
前

も
、
ま
だ
風

花
が
ち
ら
つ

く
よ
う
な
寒

い
季
節
で
し
た
。

　

東
北
の
冬
は
長
く
て
辛

い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま

す
が
、
三
月
初
旬
と
言
え

ば
米
づ
く
り
の
農
家
に

と
っ
て
は
田
植
え
の
準
備

に
精
を
出
し
、
多
く
の
学

校
は
ま
さ
に
卒
業
式
の
時

第61回

風
化
と
風
花

粕
　
灘
　
啓
　
太

　

三
重
県
葬
祭
業
協
同
組
合

（
加
藤
久
智
理
事
長
）
は
、

２
月
13
日
に
公
益
社
団
法
人

三
重
県
医
師
会
と
「
医
療
事

故
調
査
制
度
に
お
け
る
協
力

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

た
。
協
定
調
印
式
は
県
医
師

会
館（
津
市
）に
て
行
わ
れ
、

三
重
協
組
か
ら
加
藤
理
事
長

ら
、
県
医
師
会
か
ら
は
青
木

重
孝
会
長
、
二
井
栄
副
会
長

ら
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
調

印
を
行
っ
た
。

　

協
定
は
、
医
療
事
故
調
査

制
度
に
お
け
る
院
内
調
査
支

援
等
に
際
し
、
県
内
の
医
療

施
設
か
ら
遺
体
搬
送
、
保
管

な
ど
の
協
力
を
求
め
た
場

合
、
組
合
が
円
滑
に
か
つ
迅

速
に
対
応
を
図
る
等
、
相
互

の
連
携
体
制
を
構
築
で
き
る

よ
う
定
め
た
。

　

ま
た
、
全
葬
連
は
公
益
社

団
法
人
日
本
医
師
会
か
ら
の

要
請
を
受
け
、
現
在
、
医
療

事
故
調
査
制
度
に
関
す
る
協

力
を
全
面
的
に
行
っ
て
い
る
。

〈
医
療
事
故
調
査
制
度
と
は
〉

　

医
療
事
故
調
査
制
度
は
、

平
成
26
年
６
月
18
日
に
成
立

し
た
医
療
法
の
改
正
に
盛
り

込
ま
れ
た
制
度
で
、
昨
年
10

月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
制
度
は
医
療
事
故
が

発
生
し
た
医
療
機
関
に
お
い

て
院
内
調
査
を
行
い
、
そ
の

調
査
報
告
を
民
間
の
第
三
者

機
関
（
医
療
事
故
調
査
・
支

援
セ
ン
タ
ー
）
が
収
集
・
分

析
す
る
こ
と
で
再
発
防
止
に

つ
な
げ
る
た
め
の
医
療
事
故

に
係
る
調
査
の
仕
組
み
等
を

医
療
法
に
位
置
づ
け
、
医
療

の
安
全
を
確
保
す
る
も
の
。

全
国
に
約
18
万
あ
る
全
て
の

医
療
機
関
、
助
産
所
等
が
対

象
と
な
る
。

　

愛
知
県
葬
祭
業
協
同
組
合

（
高
木
利
定
理
事
長
）
は
、

２
月
23
日
に
東
海
市
と
「
災

害
時
に
お
け
る
葬
祭
用
品
の

供
給
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
た
。
協
定
調
印
式
は
市

役
所
に
て
行
わ
れ
、
愛
知
協

組
か
ら
高
木
理
事
長
ら
、
東

骨
壺
お
よ
び
骨
箱
な
ど
葬
祭

用
品
の
供
給
ま
た
は
そ
れ
に

伴
う
役
務
等
の
必
要
が
生
じ

た
場
合
に
、
市
が
組
合
へ
要

請
し
、
組
合
が
円
滑
に
か
つ

迅
速
に
対
応
を
図
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
。

　

今
回
の
締
結
で
、
全
葬
連

の
災
害
協
定
締
結
の
状
況

は
、
44
都
道
府
県
、
１
０
０

市
、
21
町
村
、
11
東
京
都
特

別
区
と
締
結
を
結
ん
だ
。

海
市
か
ら
は
鈴
木
淳
雄
市
長

ら
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
調

印
を
行
っ
た
。東
海
市
で
は
、

今
後
20
〜
30
年
の
間
に
起
こ

る
と
想
定
さ
れ
る
「
東
海
地

震
」や「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」

な
ど
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

災
害
時
の
協
定
を
結
ん
だ
。

　

協
定
は
、
市
内
に
お
い
て

自
然
災
害
や
大
規
模
な
事
故

発
生
等
に
伴
い
、棺（
付
属
品

を
含
む
）、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
、

東
海
市
と
災
害
協
定
締
結

愛
知
協
組

単
組
だ
よ
り

単
組
だ
よ
り

（左から）高木理事長、鈴木市長、竹内勝博全霊柩理事

（左から）加藤理事長、青木県医師会会長、二井県医師会副会長

三
重
協
組

県
医
師
会
と
協
力
協
定
締
結

医
療
事
故
調
査
制
度
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▼
代
表
者
変
更

　

㈲
足
立
葬
祭
（
東
都
聖
典

協
組
）
の
代
表
者
は
、
錦
織

享
平
さ
ん
に
。

▼
住
所
変
更

　

セ
レ
モ
ニ
ー
き
う
ち
（
千

葉
協
組
）
の
住
所
は
、
香
取

市
北
２
の
４
の
５
浅
野
ビ
ル

２
階
。

▼
新
規
加
入

〈
北
摂
葬
祭
業
協
同
組
合
〉

　

㈱
あ
い
友
社
（
代
表
者
＝

野
口
眞
澄
さ
ん
）
茨
木
市
安

威
２
の
１
の
35
。
電
話
０
７

２
・
６
４
３
・
３
３
６
６
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
・
６
４
３
・

７
２
７
５
。

訃
　
　
報

成
田
　
勝
郎
さ
ん

（
秋
田
協
組　

㈲
成
田　

成

田
貴
朗
さ
ん
の
ご
祖
父
）

２
月
10
日�

84
歳

髙
木
　
一
州
さ
ん

（
北
海
道
協
組　

㈱
博
善
社

（
釧
路
地
区
））

２
月
12
日�

72
歳

鵜
原
　
定
良
さ
ん

（
東
京
協
組　

㈱
鵜
原
商
店
）

２
月
20
日�

79
歳

お
知
ら
せ

　
本
会
の
「
第
41
回
通
常
総
会
」
は
、
５
月
23

日
（
月
）
に
、
東
京
都
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
会
員
単
組
は
、

各
種
行
事
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
日
程
の
調
整

を
お
願
い
し
ま
す
。

所
属
員
短
信

InterFaith Ekiden〜平和を願う祈りの駅伝〜に
全葬連が協賛参加

　２月21日、京都市において「Inter Faith Ekiden〜平和を願う祈りの

駅伝〜」（Inter Faith日本実行委員会主催）が、京都マラソン2016と併

設して開催された。Inter Faith Ekidenとは、異なる宗教者（仏教、神道、

キリスト教、イスラム教等）で４人１チームをつくり、世界平和を願う

タスキをつなぎながらゴールを目指す駅伝。これは、ドイツのカトリッ

ク教徒が中心となり、「Marathon for a United World（一つの世界を目

指すマラソン）」をスローガンに「ルクセンブルク　INGナイトマラソン」

を中心に開催されている。「InterFaith」は日本語では諸宗教間交流と表

現され、InterFaith Ekidenをきっかけに宗教の枠を超えて、ともに世界

平和を願うことを目的としている。

　この「InterFaith Ekiden〜平和を願う祈りの駅伝〜」に全葬連が協賛

参加、松井昭憲会長も当日、催しに出席した。

協賛広告 InterFaith Ekiden主催らメンバー

警鐘警鐘
けい しょう

第26回

警鐘
　

い
わ
ゆ
る
「
派
遣
僧
侶
」
の
問
題
が

世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
葬
儀

斡
旋
業
者
で
近
年
目
に
つ
く
よ
う
に

な
っ
た
「
み
ん
れ
び
」
が
ネ
ッ
ト
大
手

ア
マ
ゾ
ン
に
「
お
坊
さ
ん
便
」
を
出
品

し
て
、
こ
の
販
売
中
止
を
全
日
本
仏
教

会
が
販
売
中
止
を
申
し
入
れ
し
た
こ
と

に
よ
る
。

「
み
ん
れ
び
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
宗

教
へ
の
介
入
で
は
な
く
、
生
活
者
の
不

安
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
。

「
お
寺
と
の
係
わ
り
が
な
い
た
め
ど
う

僧
侶
を
依
頼
し
た
ら
よ
い
か
」「
お
布

施
相
場
が
わ
か
ら
な
い
の
で
い
く
ら
支

払
え
ば
よ
い
か
」「
今
ま
で
付
き
合
っ

て
い
て
寺
の
布
施
が
高
い
」「
僧
侶
は

呼
び
た
い
が
檀
家
に
は
な
り
た
く
な

い
」
と
い
う
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
、

寺
と
円
滑
な
関
係
に
あ
る
人
た
ち
向
け

で
は
な
い
と
言
う
。

　

こ
れ
は
明
ら
か
に
大
都
市
宗
教
浮
動

層
向
け
の
商
品
で
あ
る
。
大
都
市
に
は

約
半
分
の
宗
教
的
浮
動
層
が
い
る
。
一

部
で
は
「
無
宗
教
葬
」
に
は
し
る
人
も

あ
る
が
、
最
も
多
い
の
は
宗
派
を
問
わ

な
い
が
儀
式
で
だ
け
読
経
が
ほ
し
い
、

と
い
う
人
た
ち
が
多
い
、
と
い
う
現
実

が
あ
る
。

　

こ
れ
は
新
し
い
話
で
は
な
い
。
そ
し

て
そ
う
し
た
人
々
の
「
不
安
」
に
対
応

し
て
い
た
の
が
葬
祭
業
者
で
あ
っ
た
。

布
施
の
定
額
化
も
20
年
以
上
前
か
ら
大

手
互
助
会
は
手
掛
け
て
い
る
。「
布
施
」

が
「
戒
名
料
」「
読
経
料
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
30
年
以
上
前
か

ら
で
あ
る
。
今
度
の
問
題
は
何
が
違
う

の
か
。

「僧侶手配」の意味するもの（上）
表現文化社　編集長　碑文谷　創

２
月
２
日　

PRAY for (ONE) 

会
議
（
東
京
・
全
葬
連

事
務
局
）
／
石
井
時
明
副
会
長
・
松
本
勇
輝

専
務
理
事

２
月
３
日　

三
役
会
（
松
山
市
・
大
和
屋
本
店
）
／
松
井

昭
憲
会
長
・
北
島
廣
副
会
長
・
清
藤
哲
夫
副

会
長
・
濵
名
雅
一
副
会
長
・
石
井
時
明
副
会

長
・
番
作
一
之
常
務
理
事
・
松
本
勇
輝
専
務

理
事

２
月
４
日　

第
７
回
理
事
会
（
松
山
市
・
大
和
屋
本
店
）

／
松
井
昭
憲
会
長
・
北
島
廣
副
会
長
・
清
藤

哲
夫
副
会
長
・
濵
名
雅
一
副
会
長
・
石
井
時

明
副
会
長
・
番
作
一
之
常
務
理
事
・
松
本
勇

輝
専
務
理
事

２
月
４
日　

第
３
回
理
事
長
会（
松
山
市
・
大
和
屋
本
店
）

／
松
井
昭
憲
会
長
・
北
島
廣
副
会
長
・
清
藤

哲
夫
副
会
長
・
濵
名
雅
一
副
会
長
・
石
井
時

明
副
会
長
・
番
作
一
之
常
務
理
事
・
松
本
勇

輝
専
務
理
事

２
月
８
日　

第
５
回
教
育
研
修
委
員
会
（
東
京
・
全
葬
連

事
務
局
）
／
北
島
廣
副
会
長
・
松
本
勇
輝
専

務
理
事

２
月
８
日　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
仙
台
市
・
ホ
テ
ル

レ
オ
パ
レ
ス
仙
台
）
／
清
藤
哲
夫
副
会
長

２
月
14
日　

新
春
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
千
葉
・
鴨
川
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
／
濵
名
雅
一
副
会
長
・
石

井
時
明
副
会
長

２
月
15
日　

葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
技
能
審
査
協
会
第
４
回

理
事
会
・
第
６
回
中
央
技
能
審
査
委
員
会（
東

京
・
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
）
／
松
井
昭
憲
会
長
・

北
島
廣
副
会
長
・
清
藤
哲
夫
副
会
長
・
濵
名

雅
一
副
会
長
・
石
井
時
明
副
会
長
・
松
本
勇

輝
専
務
理
事

２
月
15
日　

第
２
回
運
営
協
議
会
（
東
京
・
ア
ジ
ュ
ー
ル

竹
芝
）
／
松
井
昭
憲
会
長
・
北
島
廣
副
会
長
・

清
藤
哲
夫
副
会
長
・
濵
名
雅
一
副
会
長
・
石

井
時
明
副
会
長
・
松
本
勇
輝
専
務
理
事

２
月
16
日　

第
８
回
事
業
分
野
拡
充
委
員
会
（
熊
本
市
・

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
熊
本
）
／
石
井
時

明
副
会
長

２
月
19
日　

第
３
回
キ
ャ
リ
ア
形
成
委
員
会
（
東
京
・
Ａ

Ｐ
品
川
ア
ネ
ッ
ク
ス
）／
清
藤
哲
夫
副
会
長
・

石
井
時
明
副
会
長
・
松
本
勇
輝
専
務
理
事

２
月
21
日　

Inter Faith Ekiden2016

（
京
都
市
内
）

／
松
井
昭
憲
会
長

２
月
22
日　

大
阪
事
業
協
組
研
修
会
（
大
阪
事
業
協
組
事

務
局
）
／
番
作
一
之
常
務
理
事

２
月
25
日　

青
年
部
会
次
期
正
副
部
会
長
会
議
（
東
京
・

全
葬
連
事
務
局
）

２
月
26
日　

第
８
回
ｉ
ｆ
共
済
会
推
進
委
員
会
（
東
京
・

全
葬
連
事
務
局
）
／
松
本
勇
輝
専
務
理
事

三
役
動
向・事
務
局
だ
よ
り


